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■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「我らの生業」斉唱
■ 四つのテスト唱和

第22回（通算1348回）例会

会長あいさつ

　昨日は私の敬愛するジョン・
レノンの命日でした。生前に2度
お愛したことがあり、8月4日のマ
リリン・モンローの命日と共に毎
年喪に服しております。
　先週土曜日に酒井義盛ガバ

ナーエレクトの国際協議会壮行会に挽野喜孝さん、伊藤
重幸さんと共に出席してまいりました。その前日に中央分
区会長幹事会があり、郡山北RCから2月20日(土)13時～
14時30分の第14回中学生インターシップ体験発表会が日
和田地域交流センターで開催されますのでご出席してい
ただきたいとのことでした。また郡山北RCが以前、花かつ
みの苗を寄贈しておりましたが、除染により全て抜き取ら
れてしまったために、市内全小・中学校に地区補助金を使
って寄贈するとの報告がありました。IMが2月28日(土)にホ
テルハマツで開催されます。それに先立って新会員ロータ
リーセミナーが開催されます。対象は入会3年未満の方で
すのでご出席よろしくお願いいたします。登録が11時30
分、12時～1時までランチミーティング形式で、講師には伊
藤浩パストガバナーの予定です。次期ガバナー補佐は郡
山RCから出す予定です。IMの際に震災後の活動につ
いて各クラブ1名に5分ほどスピーチをいただきたいとのこ
とです。IMは全員登録となっております。

幹事報告
例会変更
◎12/7(火)郡山東RC→12：20PM～
　福島放送スタジオ見学
◎12/15(月)福島グローバルRC→11/8(土)
　須賀川松明あかし
◎12/16(火)郡山東RC→6：30PM～ クリスマス家族会
　ビューホテル
◎12/16(火)郡山コスモスRC→6：30PM～
　クリスマス会

◎12/18(木)郡山RC→6：00PM～　クリスマス会
　アネックス
◎12/18(木)郡山南RC→6：30PM～ クリスマス家族会
　ホテルハマツ

大川原　利信　会長

新会員卓話

　私は中国の東北地方にある
黒龍江省ハルピン市で生まれ
ました。人口約1,065万人が生
活しており、日本ではあまり馴
染みがないかもしれませんが、
戦前は旧満州国があり、日本
の初代内閣総理大臣となった

伊藤博文が暗殺された場所です。観光的には旧満州国
の跡地ぐらいで日本から訪れる方は多くありませんが、四
季を感じることができるとても良い地域で、冬はマイナス30
度、夏は30度を超えます。ハルピンで一番有名なイベント
は氷雪祭りです。氷と雪で彫刻した芸術作品がライトアッ
プされ、幻想的でとても美しく、ロシアからの観光客でにぎ
わいます。松花江という大きな川が流れていますが、海が
ないので私は18才まで海を見たことがありませんでした。
中国には両親と二人の姉が元気に暮らしています。
　私は2002年2月に故郷を離れ、日本語を習得するために
東京に来ました。幼い頃から戦争中のドラマを見たり戦時
中の旧満州国の話を聞いたりして、日本へのイメージはあ
まり良くありませんでしたが、中国から見る日本はとても景
気が良くて活発に思えて興味を持つようになりました。日本
に来ることが実現して日本の印象が変わりました。片言の
日本語すら分からないまま日本に来て専門学校に通い、私
が理解するまで親切丁寧に教えてくださった先生方に今
でも深く感謝しております。日本で生活を始めて空気がき
れいで緑の山々や私の大好きな海もきれいで、あまりゴミの
ない街並みと食の安全などをとても健康的で素晴らしいと
感じました。今は当たり前になりましたが、ゴミを分別するこ
とにも大変驚きました。行政の方 も々親切で丁寧に優しく
教えて手助けしてくれることなど、中国ではあり得ないこと
であり、中国では政府が一番、国民は二の次といった考え
方なので戸惑いを感じるところもありました。
　日本に来たばかりの頃に4人のお婆さんが車に乗るとこ

ろを目にした時、その中の一番年上に見える方が颯爽と運
転席に乗り込んで平然と運転して行ったので、日本のお婆
さんはなんと若 し々いのだろうと思いました。
　テレビの国会中継で自民党と民主党が激しい言い争い
を見た時も驚きました。中国では国民に政治を見せるなど
絶対にあり得ません。日本は隠さずに表すのだと驚きました
。ただ、日本での生活の中で不満や不条理だと思うこともあ
りました。たとえば税金です。買い物をすれば何にでも税金
が取られる感じがするし、物価が高い感じもします。通貨の
違いを頭で計算してややこしくなったこともありました。
　東京では居酒屋でアルバイトをして生計を立てておりま
した。1年間の東京での生活にも慣れた頃に縁があり、結
婚することになりました。その後、夫の仕事の関係で地元に
戻ることになり、二本松へ移ることになりました。地方では東
京と違って仕事がなかなか見つかりませんでした。また、二
本松では車が不可欠ということになり、自動車学校に通い
普通免許を取得しました。これで行動範囲も広がり、生産
工場に就職することもできました。初めは職場の方 と々言
葉がうまく伝わらすに苦労しましたが、ここでもいい人ばか
りで優しく楽しく教えてもらいました。日本に来て本当に良い
人ばかりにめぐり会うことができて幸せです。
　2006年5月に長男の旭が誕生し、子育てに専念しました。
母親として頑張る中で、3姉妹を育ててくれた中国の両親へ
の感謝の気持ちがあふれました。新潟空港から飛行機で
約2時間、1,450キロの距離がものすごく遠くに感じて切なく
なる時もありました。でも旭はすくすくと育ち、保育園に通うよ
うになりました。私は家でじっとしていることが苦手で、何かし
ていないと気がすまない性格なので、また仕事をしようと思
い探しましたが、なかなか見つかりませんでした。私と同じく
中国から来た友人達に相談して仕事の紹介を受けました。
それはスナックの接客業でした。東京の居酒屋でアルバイト
はしましたが、接客は初めてなので戸惑いと不安がありまし
た。まして勤務先は郡山で通勤の不安もありました。でも夫
が協力してくれて息子の面倒は私が仕事中は夫が見てく
れて、郡山駅前陣屋に3年間勤めました。初めの1週間はも
のすごく緊張し、お客様の横について何を話していいか分
からず、手に汗をかきながら見よう見まねで頑張りました。お
客様が仕事を教えてくれたような気がします。お客様は十
人十色で考えることや感じることは皆さん違います。自分が
何をしたら良いか、何をすれば喜ばれるかを考え、ママの指
導とお客様の教えを守ってやってこれたような気がします。

二本松から通うことも大変でしたが、息子の顔を見ることが
仕事の励みになり、頑張ってこれたと思います。
　2年前に、少しでも息子との時間が取れるようにと郡山
に引っ越し、独立してお店を持つことになりました。これが
できたのも周りの方々のお力添えがあってのことと感謝し
ております。これからますます自分を成長させ、お店をより
良くしていきたいと考えており、夜だけでなく昼の分野にも
進出して行きたいと考えております。これまで私は数多く
の人と出会い、助けられてきました。このことは自分の財産
であると思い、皆様に感謝してまい進していく所存です。
ロータリーの皆様に早く追いつけるようにしっかり勉強した
いと思います。皆様の貴重なお時間を私の話にお付き合
いいただき誠にありがとうございます。これからもどうぞよ
ろしくお願いいたします。

高橋　美希　さん

横田　三郎　幹事

2014～2015年度
国際ロータリーテーマ



会員数
33名

出席者数
22名

欠席者数
11名

出席率
66.67％

前回修正率
84.85％

前々回修正率
78.79％

■ 出席報告　　　　　 　　 　　遠藤　道行　委員長

■ 他クラブ出席者
◎12/6(土)ガバナーエレクトエレクト国際協議会壮行会
　挽野　喜孝さん・大川原利信さん・伊藤　重幸さん

  ロータリー財団委員会報告　　高橋　亮　ロータリー財団委員長
◎伊野　勝彦さん（風邪など引きませんよう気をつけてください。）
◎川名　修一さん（高橋さんの新会員卓話楽しみに来ました。）
◎増渕　幸三さん（高橋さんの卓話楽しみです。）
　村上　秀元さん・森合　三郎さん・横田　三郎さん
　挽野　喜孝さん・高橋　　亮さん・鈴木　　聡さん
　古山　英夫さん・慶徳　孝一さん・大川原利信さん

  米山記念奨学会委員会報告  古山　英夫　国際奉仕委員長
◎横田　三郎さん（卓話を楽しみにしています。）
◎三瓶　徳道さん（卓話楽しみです。）
　高縁　勝一さん・慶徳　孝一さん・大川原利信さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　遠藤　道行　出席・スマイルＢＯＸ委員長
◎村上　秀元さん（卓話楽しみに！）
◎土屋久美子さん（先週、思いもかけず誕生祝をしていただ
　きありがとうございました。）
　伊藤　重幸さん・高橋　美希さん・伊庭　正寿さん
　矢吹　智喜さん・溝井　宇一さん・挽野　喜孝さん
　根本　良一さん・遠藤　道行さん

ー閉会点鐘

　私は中国の東北地方にある
黒龍江省ハルピン市で生まれ
ました。人口約1,065万人が生
活しており、日本ではあまり馴
染みがないかもしれませんが、
戦前は旧満州国があり、日本
の初代内閣総理大臣となった

伊藤博文が暗殺された場所です。観光的には旧満州国
の跡地ぐらいで日本から訪れる方は多くありませんが、四
季を感じることができるとても良い地域で、冬はマイナス30
度、夏は30度を超えます。ハルピンで一番有名なイベント
は氷雪祭りです。氷と雪で彫刻した芸術作品がライトアッ
プされ、幻想的でとても美しく、ロシアからの観光客でにぎ
わいます。松花江という大きな川が流れていますが、海が
ないので私は18才まで海を見たことがありませんでした。
中国には両親と二人の姉が元気に暮らしています。
　私は2002年2月に故郷を離れ、日本語を習得するために
東京に来ました。幼い頃から戦争中のドラマを見たり戦時
中の旧満州国の話を聞いたりして、日本へのイメージはあ
まり良くありませんでしたが、中国から見る日本はとても景
気が良くて活発に思えて興味を持つようになりました。日本
に来ることが実現して日本の印象が変わりました。片言の
日本語すら分からないまま日本に来て専門学校に通い、私
が理解するまで親切丁寧に教えてくださった先生方に今
でも深く感謝しております。日本で生活を始めて空気がき
れいで緑の山々や私の大好きな海もきれいで、あまりゴミの
ない街並みと食の安全などをとても健康的で素晴らしいと
感じました。今は当たり前になりましたが、ゴミを分別するこ
とにも大変驚きました。行政の方 も々親切で丁寧に優しく
教えて手助けしてくれることなど、中国ではあり得ないこと
であり、中国では政府が一番、国民は二の次といった考え
方なので戸惑いを感じるところもありました。
　日本に来たばかりの頃に4人のお婆さんが車に乗るとこ

ろを目にした時、その中の一番年上に見える方が颯爽と運
転席に乗り込んで平然と運転して行ったので、日本のお婆
さんはなんと若 し々いのだろうと思いました。
　テレビの国会中継で自民党と民主党が激しい言い争い
を見た時も驚きました。中国では国民に政治を見せるなど
絶対にあり得ません。日本は隠さずに表すのだと驚きました
。ただ、日本での生活の中で不満や不条理だと思うこともあ
りました。たとえば税金です。買い物をすれば何にでも税金
が取られる感じがするし、物価が高い感じもします。通貨の
違いを頭で計算してややこしくなったこともありました。
　東京では居酒屋でアルバイトをして生計を立てておりま
した。1年間の東京での生活にも慣れた頃に縁があり、結
婚することになりました。その後、夫の仕事の関係で地元に
戻ることになり、二本松へ移ることになりました。地方では東
京と違って仕事がなかなか見つかりませんでした。また、二
本松では車が不可欠ということになり、自動車学校に通い
普通免許を取得しました。これで行動範囲も広がり、生産
工場に就職することもできました。初めは職場の方 と々言
葉がうまく伝わらすに苦労しましたが、ここでもいい人ばか
りで優しく楽しく教えてもらいました。日本に来て本当に良い
人ばかりにめぐり会うことができて幸せです。
　2006年5月に長男の旭が誕生し、子育てに専念しました。
母親として頑張る中で、3姉妹を育ててくれた中国の両親へ
の感謝の気持ちがあふれました。新潟空港から飛行機で
約2時間、1,450キロの距離がものすごく遠くに感じて切なく
なる時もありました。でも旭はすくすくと育ち、保育園に通うよ
うになりました。私は家でじっとしていることが苦手で、何かし
ていないと気がすまない性格なので、また仕事をしようと思
い探しましたが、なかなか見つかりませんでした。私と同じく
中国から来た友人達に相談して仕事の紹介を受けました。
それはスナックの接客業でした。東京の居酒屋でアルバイト
はしましたが、接客は初めてなので戸惑いと不安がありまし
た。まして勤務先は郡山で通勤の不安もありました。でも夫
が協力してくれて息子の面倒は私が仕事中は夫が見てく
れて、郡山駅前陣屋に3年間勤めました。初めの1週間はも
のすごく緊張し、お客様の横について何を話していいか分
からず、手に汗をかきながら見よう見まねで頑張りました。お
客様が仕事を教えてくれたような気がします。お客様は十
人十色で考えることや感じることは皆さん違います。自分が
何をしたら良いか、何をすれば喜ばれるかを考え、ママの指
導とお客様の教えを守ってやってこれたような気がします。

二本松から通うことも大変でしたが、息子の顔を見ることが
仕事の励みになり、頑張ってこれたと思います。
　2年前に、少しでも息子との時間が取れるようにと郡山
に引っ越し、独立してお店を持つことになりました。これが
できたのも周りの方々のお力添えがあってのことと感謝し
ております。これからますます自分を成長させ、お店をより
良くしていきたいと考えており、夜だけでなく昼の分野にも
進出して行きたいと考えております。これまで私は数多く
の人と出会い、助けられてきました。このことは自分の財産
であると思い、皆様に感謝してまい進していく所存です。
ロータリーの皆様に早く追いつけるようにしっかり勉強した
いと思います。皆様の貴重なお時間を私の話にお付き合
いいただき誠にありがとうございます。これからもどうぞよ
ろしくお願いいたします。


